
 

 

 

 

 

 

１．  フラフトとの出会い  

自分が今まで習っていた球技はバスケット

ボールでした。バスケットボールは４年生か

ら始めて、高校３年生まで、８年間していま

した。バスケットボールの楽しさ、良さとい

うものは何となくでしかわからなかったけど、

とにかく楽しかったな。という思いがありま

す。しかし、ごりごりの精神論で教えてもら

っていました。  

 そんなゴリゴリのバスケットが好きで、初

任の時にバスケットボールの研究授業をしま

した。大阪支部の山本先生に、ラグバスを教

えてもらい、なんとか終わったなという印象

です。しかし、教えたい中身が全くなくなん

となくやったなという形でした。それから、

高学年を持つことが何回かあり、バスケット

ボールの授業をすることが多かったです。し

かし、教えたい中身が少しずつわかってきて

も、全くうまくいかず、結局上手い子が楽し

んで、苦手な子はお客さん状態にしていた実

践ばかりでした。バスケットボールが嫌いと

思われていただろうと思い、自分が好きなだ

け、何をしていたんだ、なんていう思いをさ

せてしまったのかと猛省をし続けています。  

 バスケットが悪いのか、自分が悪いのか、

もちろん自分が悪いと思っていますが、少し

バスケットのせいにしているところもありま

す。そんなことはしていはいけないと分かっ

ていますが、少しバスケットボールから離れ

て、新しい球技の実践にチャレンジしたいな

と思いました。  

 フラフトは、大阪支部の実技例会や実践報

告の例会などで知ってはいましたが、なかな

かピンとはこず、そのままにしていました。

前年度の大会で田中先生が発表していたのを

聞いて、作戦を作って、実践してそれがうま

くいった時の楽しさに触れて、これはやって

みたいなと思えるようになりました。また、

他の球技より、ボール操作がそれほどなく、

お客さんを作らずに済むのだろうと思いフラ

フトにチャレンジしました。  

 

２、学校  

 枚方市で一番人数の多い学校で、全校児童

９５０人で３０クラスの大規模校で、外の体

育の時間は、必ず２クラス合同で、学年がそ

ろっているところと異学年のペアで運動場を

をつかうこともあります。  

 ５年生は、５クラスなので、先生同士で話

をするのも大変でした。また、そのうち一人

は、体育軽減でたまに来られる先生、育休に

入ったあとの先生、といったように自分もフ

ラフトにあまり自信がない状態でお願いをす

るのも大変でした。  

 

３、子どもたち  

・男女仲が良い。  

・グループで活動はそこそこできる。  

・真面目な子どもが多い  

・割と一生懸命する。  

・協力して、できる子は多い。  

ちょっと気になる子  

・M・・・すごく自信を持てない子。何をする

のもできない。最近日記に自分の思いを書い

てくれたり、いやだったことを直接言えるけ  

ど、ネガティブな話が多い。それはそれでい

いのだが、この子に「やれる」という思いを

少しでももってもらいたい。どうしても引っ
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込んでしまう。  

・K・・・診断はうけてないが、かなりの多動

性。ちょっかいをかけてコミュニケーション

をとるので、周りの子どもから少し冷ややか

に見られてしまうこともある。運動会の時に

班長に立候補して取り組んだがうまくいかな

かった。  

 

４、ねらい  

➀球技の多様性（フラッグフットボールにつ

いて知る）  

②誰もが QB になれる。（主役級も立ち位置） 

③球技はうまい子が目立ち上手い子が楽しい

というのではなく、全員が作戦（の意味）が

分かる。作戦が実行できる。うまくなくても、

作戦があればとっぱできることもあることが

分かる。（もちろん技術はいる）  

④作戦を考えられる。（人に合ったもの）  

⑤フラッグフットボールの楽しさが分かる。  

 

５、学習内容  

 

６、学習の流れ  

 

➀オリエンテーション  

球技についてアンケート。予想では、球技

を嫌いが多いと思っていましたが、意外と好

きな子どもが多いです。フラフトの話。フラ

フトは（ボールを持って相手の陣地に攻める。

作戦を考えて相手の裏をつく）と話ました。

youtube でプレーしているものを見せ、この

授業でみんながどうなりたいかの願いを聞き

ました。  

班分けをする前に班長の立候補を聞いて、

その班長が集まって黒板を使ってメンバーを

決める。決め方は、あまり話してない人、運

動能力に差がないように。（子どもから、チー

ムに差がないようにと要望があった。）という

事を伝えました。  

 

②インベーダーゲーム（３対２）  

試しにインベーダーゲームをする。とっぱ

するにはどうしたらよいかを考ました。  

 

③インベーダーゲーム（３対２）  

体育館で前回取ったビデオを見てどうした

ら突破できているのかをみんなで考えました。 

突破できているのは・・空間をせめている。  

「だれかが行くと空間があいてそこをとっぱ

する」といった話が出て来ました。  

 

☆わたしが思ったコツは、相手の目の方向を見

て視線が自分に向いていないときにとっぱす

るか、一人をディフェンス 2 人がとろうとして

いるときにとっぱするという方法です。  

時  日  学習内容  

①   1 月 8 日  オリエンテーション  

②   １０日  ３対２（インベーダー）  

③   ２２日  ３対２（インベーダー）  

④   ２３日  ３対２（インベーダー）  

⑤   ２４日  ３対２（インベーダー）  

⑥   ２９日  １対１  

⑦   ３０日  １対１（体育館）  

⑧   2 月 5 日  １対１  

⑨   ６日  ２対１（体育館）  

⑩   ７日  ２対１  

⑪   １２日  ２対１  

⑫   １３日  ２対１（体育館）  

⑬   １４日  ２対１  

⑭   ２６日  ２対２  

⑮   ２７日  ２対２（ハンドオフ）  

（体育館）  

⑯   3 月７日  ２対２  

時  日  学習内容  

⑰   １１日  ２対２  

⑱   １２日  2 対２  

⑲   １４日  ゲーム  

⑳   15 日  感想  



④インベーダーゲーム（３対２）  

前回は体育館でやったのでせまくてなかな

かとっぱできなかったので、広いコートで、

作戦を考えて実践しました。  

 

☆私がやっていることは、亀井さんが相手を引

き付けてもらったときに相手の目をぬすんで

とっぱしています。これをどう作戦にしていく

か決めていきたいです。  

 

⑥１対１ 試しに１対１をやってみる。突破

できるコツを見つける。  

 

・ぼくはくるくる回る作戦名付けて「羽生ゆず

る作戦」をやりました。でも相手のチームにす

ぐとられてしまいました。さらに実際「１対１」

ではなく「１対２」なのでしっかり作戦をたて

ていきたいです！  

 

・後ろにさがりすぎるとおいつめられて取られ

てしまうからどんどん前に行く。あと相手が一

人だからフェイントがつかえるんじゃないか

と思った。  

 

・１対１でフラフとをやったとき、勇気を出し

てまっすぐ走っていったらタグをとられず成

功しました。きのうのフラフトで白井さんが一

番強かったです。  

 

相手を動かしてスペースを作る。（班で考えた

作戦）  

 

⑦１対１（体育館）どんな動きかよいかを考

える。  

前回撮ったビデオを全体で見て確認をする。 

とっぱできたのがとうしてなのかを分析。前

回の時点でフェイントはでていたので、小さ

いけど、フェイントっぽいしているプレーを

見せて、これは何をしてる？聞いて、フェイ

ント！ならフェイントをして何が生まれた？

スペース。などというやりとりを全体でしま

した。  

 

・あんまりトッパするコツが分からないから、

トッパするコツを知りたい。もっとタグをとり

たい。  

 

・先生がとった動画を見て今日実際にして、分

かったことがあります。それは「フェイント」

をうまく活用する。ということです。その事を

基本として、次回やってみたいです。  

 

・眼だけ進む反対をチラ見して反対に走るとぬ

けた。（攻め）  

 

⑧１対１ さらにたしかめてみよう。  

フェイントが有効なことはあらかた学習が

できたので、実際にやって習熟していきまし

た。  

 

・一度後ろにさがってからフェイントをしたら

いがいと２点とることができました。亀井さん

みたいに走りは速くないからこの作戦を使い

たい。  

 

・フェイントを入れてやってみたけど、どうし

てもさがってしまうので次はおもいっきり前

にでていこうと思った。  

 

（ここまでで１対１をやって、下がり過ぎて

いる。レディーゴーと言ってもなかなかいけ

ないといったことも見られていた。頭でわか

っていてもうまくできないというのが見られ

た。）  

１対１もやっていくうちにディフェンスも

ある程度習熟して、コートもせまいので、み

んながみんな突破することができにくくなっ

てきた。特に運動が得意な子でも突破できな

くなって、「先生もう少しコートを広くして」

という声があがったので、「それより増やすも



のない？」と誘導したら、「攻めを二人にする」

と言ったので、次から２対１をしようとなり

ました。  

 

⑨２対１（体育館）ガードを教える   

前回１対１で難しいという声が出て来たと

いうことを全体に知らせ、ならどうしようか

ということをなげかけ、攻めを増やそうとな

り、２対１をすると言いました。そのときに

ガードの役割とやり方について説明をしまし

た。  

「ガードは何したらいい」「突破する道をつく

る」「ガードの位置は」「守りの横らへん」な

ど１問１答でやりとりをして、イメージはつ

かみました。  

班で習熟。  

 

・ガードマンをやったときに QB がみえない

ので守るのが難しかったです。  

 

・ガードをつけるとかんたにとっぱできた。

けどしゅびがむずかしい。  

 

 

⑩２対１自分たちで作戦を考えて有効か確か

める  

 

・はじまってすぐに左に行くというさくせんを

したらいけたけど、もっともっとさくせんをた

めしてみて、いけるのを見つけていきたいです。 

 

・何個か作戦を作ったけど、せいこうしなかっ

たから次はせいこうするようにがんばりたい

です。  

 

・左だけにいどうしたらよゆうでいけた。（K） 

 

⑪２対１作戦を考えていく中でいくつかを紹

介した。（子どもの考えより）  

１、  右に行く  

２、  左に行く  

３、  右にスペースを作って左  

４、  左にスペースを作って右  

これを使って突破できるかをする。  

 

・右にだけいくさくせんでやったけど、うしろ

にさがったからいけなかった。（K）  

 

 

⑫２対１息を合わせるための約束事を決める

（体育館）  

なかなか合わないようなので息を合わせる

ために２人のコンビネーションでどうするか

の約束事を決めさせました。（習熟）  

 

・みんなすごくうまくなってきているからぜん

ぜんとれない。（K）  

 

・ふみこみ作戦は、QB とガードの息が合わな

かったから、３秒後に同時方向に行く作戦を組

み合わせてみたらとてもうまくいったので、こ

の作戦のバリエーション（種類）を増やして、

全員突破できるようにしたいです。  

 

・作戦を考えた時合図で行くというカッコイイ

作戦になってよかったです。次したいことは作

戦で合図がうまくいくかです。  

 

 

⑬合図で突破できるかを確認  

班で考えた合図が突破できるかを違う対戦相

手で確認。  

 

・作戦 A はとっぱできた。ガードと QB が息を

あわさないといけないからむずかしい。  

 

・ぼくは、さくせんじたいはうまくいってたけ

ど、はやくいかなかったから行けなかった。  

 

 



⑭日にちがかなり空いてしまったので、習熟

ができているのかはイマイチだが、パスまで

いきたいので、２対２を何も言わずやらせる。 

→全く突破できないと感じてもらう  

 

・２対２になったらとてもむずかしかったです。

相手が横にならんでいたら、とっぱするのはむ

ずかしいけどたてになったらとっぱしやすか

ったです。  

 

・２人は、むっちゃむずかしい。はさみうちで

とられてしまう・・  

 

 

⑮ハンドオフを教える。  

→２対２でかなり困っていた感想があった

ので、どうして困ったのと言うと、「QB だけ

見たらいいし、分かるからはさみうちができ

る。」など言ってきたので、「なら QB が分か

らなくすればいい？」と聞いてちょっと困っ

ていたので、「パス」とこっちから言った。そ

うすると混乱するよねとハンドオフを見せた

ら（K はハンドオフを受けてもらう）すんな

りいけたのを見て、かなり反応は大きかった。 

 

・平野さんと小林さんの時に、平野さんが QB

で小林さんがガードで、小林さんにボールを

パスすると思ったらしなくてぬかれた。フェ

イクが上手でみぬけなかった。  

 

・作戦成功しました！！作戦 B のわたすふり

をしたら守りの人が「え～」と言っていたの

で、わたすふりはよかったんだと思いました。 

 

・小山さんと自分で QB とガードをやりまし

た。最初は自分がガードで小山さんが QB で

した。ここで手渡しするはずだったけど、自

分がまちがえて守備のすがさんをガードして

しまいました。そんなことがないようにした

いです。  

⑯2 対 2 

守備にも得点を入れてすぐにタグを取れる

ようにした。動きは前回と少し変わった様子

にうかがえた。  

 

・守りは今まで点とかなかったけど、点ができ

てから、、、HAPPY！うれしいです。守り得意な

んで  

 

 

⑰2 対 2   

→ハンドオフを使って習熟  

 

・ガードにわたすふりをしていくという作戦を

作りました。だけど、一回も成功していないで

す。今日使ってとっぱしたいです。  

 

・ボールをわたすやりかたがうまい人がいたの

でわたしもまねしようと思いました。  

 

 

⑲リーグ戦  

→練習、確認を 1０分ほどとり、各二コート

3 チームが総当たり。  

1 回表裏の攻撃で 3 回する。それを 2 回の表

裏までする。  

 

⑳  最後の感想  

 

７、振り返り  

大阪の研究部としても考察や、話し合いを

していただきました。  

 まずは、子どもたちの学習する環境を十分

に整えてあげられなかったことが反省点です。

コートを広くすることや、ルール作りの設定

をあいまいなままにしてしまったので、子ど

もたちが十分突破する機会を与えれなかった

です。  

 また、学習内容をはっきりとこちら側が持

っていなかったため、子どもたちの「分かる」



がなかなか進まなかったのだろうと思います。 

 最後の子ども達の感想では、ほとんどが「協

力できた。仲間との仲が深まった」といった

感想が多く、フラフトを球技として楽しんだ

様子はなかったです。「ゲーム」を楽しんだの

だろうと思います。  

 そこには突破することの楽しさや、作戦を

考えて、というものに触れることが少なかっ

たのだろうと思います。  

  

８、感想  

 まだまだ、自分の中にフラフトの技術面や、

醍醐味というものを分かっていないので、な

んとなくでやってしまったことが多いので、

もう一度学んで実践をしていきたいなと思い

ました。子ども達も嫌がらずに一緒にやって

くれたことに申し訳ないのがあります。また、

大阪支部で話して頂いた、パスを中心にする

のか、積み上げ式で一つずつ分かってから、

実践をしていくのかをもう一度それぞれのよ

しあしを考えて、取り組めたらいいなと思い

ます。しかし、自分がよく分かってないこと

を学年で通してやろうとなるとすごく不安で

あるので、次やる時は小規模の学校で自分で

のびのびとできたらいいなと思いました。  

 

 

 

 

 

 

 

 


